




現状把握
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月別チョコカスの総廃棄量(1年間)

チョコカスの総排出量と廃棄金額

CCのチョコ単価

581.07円

×

1，３２１．７１ｋｇ

1年間に発生したチョコカスの量

廃棄金額 ７６８，００６円



チョコかけ工程

焼きあがった生地にチョコレートをかける工程。
製造基準内の重量になるようにエアーや振動を与えてチョコレートのかかり具合を調整する。

対策の実施

数値：10
数値：0

１，ローラーとスクレーパーの当たりを0に変更

棒に付いているチョコがスクレーパーで削がれる為、製品の
下部分にチョコが付きにくくなる

①チョコかけ工程の設定変更

距離を50にするとローラーがベルトに接触せず、
ボトムにチョコが付かない

距離が10だとローラーがベルトと接触し、
ローラーに付いているチョコがボトムに付きやすい

２，ベルトとローラーの距離を50に変更

数値：10

数値：50

ローラー

スクレーパー

ローラー

スクレーパー

※スクレーパー→ローラーに当て、製品の底のチョコの量を調整できるもの

ローラー

ベルト

CC

ローラー

ベルト



センターセンター

‐日報上の配合‐

加水総重量(塩・炭安・お湯)を0.5kg減らす

２９．０３ｋｇ２９．６４ｋｇ

約0.5ｋｇ減！

お菓子が膨らむことでお菓子にかかったチョコレートが流れてしまい、チョコレート
の基準値内の重さが乗らない・・・

問題発生！！！

‐変更後の配合‐

対策案

加水を減らせば、膨らみを
抑えられ、チョコが製品に乗る
ことが分かりました！

チョコの流れ チョコの流れ



対策の実施 ②クーリングベルトスピードの変更

２つのベルトのスピードを一緒にしたことで、
ベルトからベルトに移動する際に、チョコの
飛び跳ねがなくなりチョコカスの発生量削減

に繋げることができました。



効果の確認
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３３．８％削減！
１シフト約４，259円減！

チョコカス量７．３３ｋｇ削減！



標準化や管理の定着

項目 いつ 誰が 何を どこで どのように なぜ

コーター設備
数値変更

朝一 コーター
担当者

ワイヤー
ベルト

コーター スピード
7.5→8.5

スピードを合わせ
て乗り移りを良く
する為

コーター設備
数値変更

取り
付け時

コーター
担当者

尻きり コーター 基準を決め
標準化

人によって数値が
違った為

コーター設備
数値変更

朝一 コーター
担当者

クーリング
ベルト

コーター スピード
9.5→8.5

スピードを合わせ
て乗り移りを良く
する為



反省と今後の課題

＜成長したこと＞
・ 機械の仕組みや原材料の特徴などを学び、知識の向上に繋がった
・ 色々な工程の人を巻き込めたので、自工程だけでなく他の工程を知ることができた

＜反省点＞
・ 生産でどうしてもラインを抜けられない人がおり、全員でテストを行う事が出来なかった
・ 対策時の想定結果よりも結果が下回ってしまった

＜課題点＞
・ 事前に生産予定を確認して、上長にグループメンバーが集まれるタイミングを確認する
・ 1年を通してこのテーマについて、グループメンバーで調べてみる
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